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1本書は、旧国道線道路改良事業及び国道403号道路改良事業に伴い、長野県千田建設事務所長の

委託を受け、平成16年度から平成24年度にかけて実施した粟佐遺跡群琵琶島遺跡、並びに平成22年

度に実施した屋代遺跡群町浦遺跡の発掘調査報告書である。

2　旧国道線道路改良事業については、本来の事業名は別にあり、この事業名に基づいて調査を実施

してきたが、同一事業であるものの平成20年度以降事業名が変更してきているため、本書での事業

名は「旧国道線道路改良事業」と統一した。本来の事業名は、第1章第2節の各年度調査概要に記

載している。

3　調査は千田市教育委員会が実施した。

4　旧国道線道路改良事業に伴う発掘調査は9年間に及び、各地点の発掘調査は遺跡名の末尾に通し

の枝番を付して実施している。また、調査地が琵琶島遺跡から外れている地点もあるが、同じ粟佐

遺跡群範囲内であることから、粟佐遺跡群琵琶島遺跡と統一して報告する。

5　整理調査は、各年度調査終了後にそれぞれおこない、調査報告書作成に係る業務を平成24年度に

実施した。

6　本書の執筆・編集は寺島がおこなった。

7　本文中の遺構及び遺物実測図の縮尺は下記のとおりである。

遺構実測図　　竪穴住居跡=1 :40　　土坑=1 :30・ 1 :40

遺物実測図　　土器二1 : 4

8　本文中の遺物実測図の表現方法は下記のとおりである。

土　師　器　断面=「∴　l　　　黒色処理=帖

須　恵　器　断面=

灰粕陶器　断面=



9　本文中の図版の座標値及び方位は、平面直角座標系第Ⅷ系で示している。

10　調査によって出土した遺物のほか、実測図及び写真等発掘調査に関するすべての資料は、千田市

教育委員会で保管している。なお、出土遺物には調査記号をそれぞれ付し、保管している。
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第1章　調査概要

第1節　調査に至る経過

しなの鉄道屋代駅前を南北に走る県道白石千曲線(旧国道線)は、千田市内から国道403号を経由

して長野市松代町や須坂市方面へ、また、南へは戸倉、坂城町方面へと向かう主要道路となっている。

その一方で、国道18号での交通渋滞を避けるための　``抜け道’’としての利用も多く、日中は大型車

両の通行も頻繁で、特に朝の通勤時や夕方の帰宅時間帯には一般普通車両も加わり、常に車が行き交

う非常に交通の激しい道路となる。

幹線道路ということもあり、商店や個人住宅が道路沿線に建ち並んでいるため、歩行者の往来や自

転車での利用も多く、さらに千田市立屋代小学校や長野県屋代南高等学校などの学校施設もあり、歩

道が完備されていない道幅の狭い道路を児童生徒が通学しているという状態であった。

このような中、当該道路を管轄する長野県(千田建設事務所)により、交通渋滞の緩和と歩道整備

を目的とした道路改良工事が計画された。

平成15年10月2日に文化財保護法第57条の3 (現法第94条)に基づく通知書が提出され、同時に当

該事業に伴う埋蔵文化財保護協議を実施した。事業予定地は粟佐遺跡群の範囲内であり、周辺の調査

で古墳時代から中世の遺構が検出されていることから、平成15年12月3日に試掘調査を実施したとこ

ろ、地表下約50cmへ80cmで埋蔵文化財を確認した。このため、当該事業の実施にあたっては、記録保

存を目的とした発掘調査をおこなうこととなった。

当該事業による改良工事の総延長は440mを測り、現道の両側をそれぞれ5m前後拡幅するもので

調査対象面積は約4,000壷を測る。しかしながら、事業予定地全体が旧北国街道沿いであり、古くか

ら商業地あるいは住宅地として機能していた地域であったことから、家屋の移転や撤去、用地買収な

どに時間がかかるものと予想され、当初から事業は複数年度に及ぶことが確実であった。

結果的に各年度の事業は小規模な発注にとどまり、平成16年度から開始した調査は平成24年度まで

の9年間に及んだ。

発掘調査は、各年度での工事発注に併せて千田建設事務所長と千田市長との間で埋蔵文化財発掘調

査業務に係る委託契約を締結し、調査を実施した。

各年度の調査とも個人住宅や商業店舗、駐車場等の出入口を確保するため、事業予定地全体を調査

することはできなかったが、 9年間の調査面積の合計は2,140誼となり、調査対象面積の内の約54%

を実施したことになる。実質的な調査日数は58日間である。

なお、旧国道線　千田市神社前(2)工区については、平成23年度事業ではあるものの、工期延長

等に伴い事業を次年度へ繰り越したため、平成24年度調査分として処理している。

整理調査は、各年度の発掘調査終了後に実施し、調査内容をまとめた概要報告書の提出をもって当

該年度の調査業務の完了とした。

平成24年度で当該事業が完了となることを受け、平成16年度からの再整理を含め、調査報告書作成

を目的とした整理調査を実施し、平成25年3月25日、調査報告書の刊行をもって当該事業に係るすべ

ての作業を終了した。

- 1 -



第1図　調査地位置図(1 :20,000)

第2節　各年度調査地点の概要

平成1 6年度調査概要

1　調査遺跡名

2　所　在　地

3　事　業　名

4　事業主体者

5　契約年月日

6　調査の内容

7　調査期間

8　調査受託者

9　調査主体者

10　種別・時期

11検出遺構

12　出土遺物

粟佐遺跡群　琵琶島遺跡(千田市遺跡台帳恥28-16　調査記号BWJ2)

千曲市大字小島3151番地　ほか

平成16年度　地方道路交付金(街路)事業

旧国道線　千田市　屋代(3)

長野県千田建設事務所長　矢澤久雄

平成16年12月7日　　　変更契約年月日　　平成17年2月25日

発掘調査105前　　調査費用　420,000円(全額事業者負担)

発掘調査　平成16年12月13日一平成16年12月16日

整理調査　平成17年1月4日一平成17年3月25日

干曲市長　宮坂博敏

千田市教育委員会　　教育長　安西嗣宜

教育部長　西沢秀文　　生涯学習課長　島谷正行

文化財係長　矢島宏雄　　文化財係　小野紀男・寺島孝典(調査担当)

集落跡　　平安時代一中世

竪穴住居跡1棟・土坑2基(平安時代)

土器片　　遺物コンテナ1箱
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平成1 7年度調査概要

1　調査遺跡名

2　所　在　地

3　事　業　名

4　事業主体者

5　契約年月日

6　調査の内容

7　調査期間

8　調査受託者

9　調査主体者

10　種別・時期

11検出遺構

12　出土遺物

粟佐遺跡群　琵琶島遺跡(千田市遺跡台帳蝿28-16　　調査記号BWJ3)

千田市大字小島3162番地3　ほか

平成17年度　地方道路交付金(街路)事業

旧国道線　千田市　屋代

長野県千田建設事務所長　田中利喜夫

平成17年10月31日

発掘調査　95壷　　調査費用　900,000円(全額事業者負担)

発掘調査　平成17年11月14日一平成17年11月25日

整理調査　平成17年12月1日一平成18年2月28日

干曲市長　宮坂博敏

千田市教育委員会　　教育長　安西嗣宜

教育部長　塚田保隆　　生涯学習課長　黒岩　修

文化財係長　矢島宏雄　　文化財係　小野紀男(調査担当) ・寺島孝典

集落跡・水田跡　　平安時代一中世

水田面1面・溝跡14基・ピット4基(中世)

土器片　　遺物コンテナ1箱

平成1 8年度調査概要①

1　調査遺跡名

2　所　在　地

3　事　業　名

4　事業主体者

5　契約年月日

6　調査の内容

7　調査期間

8　調査受託者

9　調査主体者

10　種別・時期

11検出遺構

12　出土遺物

粟佐遺跡群　琵琶島遺跡(千田市遺跡台帳恥28-16　調査記号BWJ4)

千田市大字小島3151番地1

平成18年度　地方道路交付金(街路)事業

旧国道線　千田市　屋代(2)

長野県千田建設事務所長　大口浩一

平成18年6月12日　　　変更契約年月日　　平成18年9月29日

発掘調査　60誼　　調査費用　360,000円(全額事業者負担)

発掘調査　平成18年6月13ロー平成18年6月19日

整理調査　平成18年6月20ロー平成18年10月9日

干曲市長　宮坂博敏

千曲市教育委員会　　教育長　安西嗣宜

教育部長　塚田保隆　　文化課長　金井幸一

文化財係長　矢島宏雄　　文化財係　小野紀男・寺島孝典(調査担当)

集落跡　　平安時代一中世

竪穴住居跡1棟(平安時代)

土器片　　遺物コンテナ1箱
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平成1 8年度調査概要②

1　調査遺跡名

2　所　在　地

3　事　業　名

4　事業主体者

5　契約年月日

6　調査の内容

7　調査期間

8　調査受託者

9　調査主体者

10　種別・時期

11検出遺構

12　出土遺物

莱佐遺跡群　琵琶島遺跡(千田市遺跡台帳蝿28-16　調査記号BWJ5)

千田市大字小島3112番地1　ほか

平成18年度　地方道路交付金(街路)事業

旧国道線　千田市　屋代(6)

長野県千田建設事務所長　大口浩一

平成18年10月16日　　　変更契約年月日　　平成19年1月4日

発掘調査　500壷　　調査費用　600,000円(全額事業者負担)

発掘調査　平成18年11月13日一平成18年11月29日

整理調査　平成19年1月4ロー平成19年3月9日

干曲市長　宮坂博敏

千田市教育委員会　　教育長　安西嗣宜

教育部長　塚田保隆　　文化課長　金井幸一

文化財係長　矢島宏雄　　文化財係　小野紀男・寺島孝典(調査担当)

集落跡　　平安時代一中世

井戸跡1基・溝跡1基・土坑2基(中世) ・竪穴遺構1基(時期不明)

土器片　　遺物コンテナ1箱

平成1 9年度調査概要

1　調査遺跡名

2　所　在　地

3　事　業　名

4　事業主体者

5　契約年月日

6　調査の内容

7　調査期間

8　調査受託者

9　調査主体者

10　種別・時期

11検出遺構

12　出土遺物

粟佐遺跡群　琵琶島遺跡(千田市遺跡台帳肌28-16　調査記号BWJ6)

千田市大字小島3128番地1　ほか

平成19年度　地方道路交付金(街路)事業

旧国道線　千田市　屋代(5)

長野県千田建設事務所長　大平友三

平成19年7月5日

発掘調査　850前　　調査費用1,800,000円(全額事業者負担)

発掘調査　平成19年7月31ロー平成19年9月13日

整理調査　平成19年10月1ロー平成19年12月25日

干曲市長　宮坂博敏(へ平成19年10月4日)

近藤清一郎(平成19年10月5ロー)

千田市教育委員会　　教育長　安西嗣宜

教育部長　塚田保隆　　文化課長　小林修二

文化財係長　矢島宏雄　　文化財係　小野紀男・寺島孝典(調査担当)

集落跡　　平安時代一中世

溝跡l基(平安時代) ・畝状遺構(中世)) ・ピット7基(平安時代)

自然流路(時期不明)

土器片　　遺物コンテナ1箱
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平成20年度調査概要

1　調査遺跡名

2　所　在　地

3　事　業　名

4　事業主体者

5　契約年月日

6　調査の内容

7　調査期間

8　調査受託者

9　調査主体者

10　種別・時期

11検出遺構

12　出土遺物

粟佐遺跡群(千田市遺跡台帳的28　　調査記号BWJ7)

千曲市大字屋代2115番地8　ほか

平成20年度　地方道路交付金(街路)事業

旧国道線　千曲市　屋代(5)

長野県千曲建設事務所長　塩入邦寿

平成20年10月15日　　　変更契約年月日　　平成20年12月24日

発掘調査130壷　　調査費用　669,000円(全額事業者負担)

発掘調査　平成20年10月31日一平成20年11月10日

整理調査　平成20年12月1ロー平成21年3月10日

干曲市長　近藤清一郎

千田市教育委員会　　教育長　安西嗣宜

教育部長　塚田保隆　　文化課長　小林修二

文化財係長　矢島宏雄　　文化財係　小野紀男・寺島孝典(調査担当)

集落跡　　弥生時代一中世

溝跡3基(平安時代) ・ピット7基(平安時代4基・時期不明3基)

土器片　　遺物コンテナ1箱

平成21年度調査概要

1　調査遺跡名

2　所　在　地

3　事　業　名

4　事業主体者

5　契約年月日

6　調査の内容

7　調査期間

8　調査受託者

9　調査主体者

10　種別・時期

11検出遺構

12　出土遺物

粟佐遺跡群(千田市遺跡台帳恥28　　調査記号BWJ8)

千田市大字屋代2007番地1　ほか

平成21年度　地域活力基盤創造交付金(街路)事業

旧国道線　千田市　屋代

長野県千田建設事務所長　鎌田朝秀

平成21年7月21日　　　変更契約年月日　　平成21年11月30日

発掘調査150亜　　調査費用　635,000円(全額事業者負担)

発掘調査　平成21年8月24ロー平成21年9月2目

整理調査　平成21年10月1ロー平成21年12月21日

干曲市長　近藤清一郎

千田市教育委員会　　教育長　安西嗣宜

教育部長　南松雄一　　生涯学習文化課長　小池洋一

文化財係長　矢島宏雄　　文化財係　寺島孝典(調査担当) ・荒井紀彦

集落跡　　弥生時代一中世

溝跡1基・土坑1基(中世) ・自然流路1基(時期不明)

土器片　　遺物コンテナ1箱
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平成22年度調査概要

1　調査遺跡名

2　所　在　地

3　事　業　名

4　事業主体者

5　契約年月日

6　調査の内容

7　調査期間

8　調査受託者

9　調査主体者

10　種別・時期

11検出遺構

12　出土遺物

莱佐遺跡群(千田市遺跡台帳肌28　　調査記号BWJ9)

千田市大字屋代1899番地1　ほか

平成22年度　社会資本整備総合交付金(活力創出基盤整備)街路事業

旧国道線　千田市　神社前(1)

長野県千田建設事務所長　鎌田朝秀

平成22年8月2日　　　変更契約年月日　　平成22年12月10日

発掘調査　70前　　調査費用　606,000円(全額事業者負担)

発掘調査　平成22年8月2ロー平成22年8月9日

整理調査　平成22年11月1日一平成23年12月21日

干曲市長　近藤清一郎

千田市教育委員会　　教育長　安西嗣宜

教育部長　南松雄一　　生涯学習文化課長　小泉義和

文化財係長　矢島宏雄　　文化財係　翠川泰弘・寺島孝典(調査担当)

集落跡　　弥生時代一中世

土間遺構1基・土坑3基(中世)

土器片・石製品　　遺物コンテナ1箱

平成23年度調査概要

1　調査遺跡名

2　所　在　地

3　事　業　名

4　事業主体者

5　契約年月日

6　調査の内容

7　調査期間

8　調査受託者

9　調査主体者

10　種別・時期

11検出遺構

12　出土遺物

粟佐遺跡群(千田市遺跡台帳肌28　　調査記号BWJlO)

千田市大字屋代1962番地　ほか

平成23年度　地域自主戦略交付金(街路)事業

旧国道線　千田市　神社前

長野県千田建設事務所長　山岸　勤

平成23年9月1日　　　変更契約年月日　　平成23年12月9日

発掘調査110誼　　調査費用　610,000円(全額事業者負担)

発掘調査　平成23年9月14日一平成23年9月27日

整理調査　平成23年11月1日一平成23年12月23日

干曲市長　近藤清一郎

千田市教育委員会　　教育長　安西嗣宜(一平成23年12月3日)

吉川弘義(平成23年12月5日へ)

教育部長　小池洋一　　生涯学習文化課長　武田清志

文化財係長　矢島宏雄　　文化財係　翠川泰弘・寺島孝典(調査担当)

久保紀明

集落跡　　弥生時代一中世

土坑2基(平安時代一中世)

土器片・石製品　　遺物コンテナ1箱
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平成24年度調査概要

1　調査遺跡名

2　所　在　地

3　事　業　名

4　事業主体者

5　契約年月日

6　調査の内容

7　調査期間

8　調査受託者

9　調査主体者

10　種別・時期

11検出遺構

12　出土遺物

粟佐遺跡群(千田市遺跡台帳肌28　調査記号BWJll)

千田市大字屋代1979番地　ほか

平成23年度　地域自主戦略交付金(街路)事業

旧国道線　千田市　神社前(2)

長野県千曲建設事務所長　山岸　勤

平成24年2月27日　　　変更契約年月日　　平成24年3月21日

平成24年8月27日

発掘調査　70誼　　調査費用　990,000円(全額事業者負担)

発掘調査　平成24年5月8日一平成24年5月14日

整理調査　平成24年6月4ロー平成25年3月25日

干曲市長　近藤清一郎(一平成24年10月17日)

千田市長職務代理者　副市長　瀧澤嘉市(平成24年9月3日へ11月10日)

千田市長　岡田昭雄(平成24年11月11ロー)

千田市教育委員会　　教育長　吉川弘義

教育部長　緑川　茂　　文化財センター所長　矢島宏雄

文化財係長　翠川泰弘　　文化財係　永井洋一・寺島孝典(調査担当)

集落跡　　弥生時代一中世

土坑2基・溝跡1基(中世)

土器片・陶磁器片・石製品・銭貨　　遺物コンテナ　1箱

発掘調査参加者(平成16年度一24年度)

落合孝市・北島弘之・国光一穂・小林直文・佐藤紘一・高野貞子・竹之内常秋・中村文恵

西野入金己・間鴨今朝雄・宮昔繁敷・柳沢君雄・吉田忠治・米沢須美子・若林希

整理調査参加者(平成16年度へ24年度)

大硲美代子・北澤三枝子・国光一穂・田中富子・宮崎恵子・米沢須美子
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第3節　調査の方法

1調査区の設定と掘削

平成15年度に実施した保護協議の際に事業全

体の概要が示され、現道の両側を拡幅する事業

規模もさることながら、家屋の移転や撤去など

に相当の期間を要すことが確実であり、当初か

ら複数年度にわたる調査となることが明らかと

なっていた。

各年度とも、工事発注をもって発掘調査着手

となるため、その都度発掘調査計画を立て実施

した。

全体を通して調査区幅は4m程度あったが、

日中も歩行者や車両の往来が激しいことから、

道路より1mの緩衝地帯を設け、学校近辺の通

学路では1m以上の歩道帯を確保した。これに

より実際の調査区幅は3m以内となり、場所に

よっては調査の幅が1mしか確保できなかった

ところも存在する。

また、道路沿線の家屋や商業店舗などへの出

入口を確保しなければならない上に、上下水道

管や都市ガス管等の埋設物も多く、発注となっ

た事業区間内を一貫して掘削することができな

い調査区がほとんどであった。

表土の掘削にはバックホーを援用したが、調

査幅が狭く、交通も激しいため0.25亜以下の小

型のバックホーを用いた。掘削土については、

原則、場外搬出ができなかったことから事業予

定地内に積み上げて仮置きしたが、結果、一度

に掘削できる土量が決まってしまうため、調査

区も断絶した状態となっているところも少なく

ない。
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第2図　各年度調査地点(1 :5,000)

2　遺構検出

平成15年度に実施した試掘調査では、地表下約50c皿から平安時代遺物包含層が検出でき、北へ行く

にしたがって遺構確認面とした黄褐色シルト質土の検出が徐々に深くなっていくことが確認できた。

遺構の検出に際しては、遺物包含層上面でバックホーによる掘削を止め、残りを手作業によって掘

り下げをおこなう遺構検出作業を基本としたが、以前建てられていた建造物の基礎工事、あるいは解

体工事等で深部まで掘削されている場所が多く、また、明確な遺物包含層を検出できる箇所も少なかっ
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たことから、平成16年度調査区以外は、遺構確認面として設定した黄褐色シルト質土までバックホー

による掘削をおこなった。

3　遺構番号の付与

検出された遺構は竪穴住居跡、土抗、溝跡、ピットなど多岐に及び、この他、人為的な構築物では

ない自然流路も検出されている。調査幅が最大でも3mほどしか確保できなかったため、特に竪穴住

居跡など大型の遺構については全体を検出できていない。したがって、検出された遺構が竪穴住居跡

になるかどうかの判断は難しいものもあったが、基本的に、遺構底面が平坦であり、柱穴や張り床等

の施設が確認されたものについて竪穴住居跡として遺構番号を付している。

これ以外の土坑状遺構や溝状遺構については、それぞれに遺構番号を付しているが、竪穴住居跡も

含め、各年度での調査で1号から遺構番号を付しているため遺構名の重複がある。これについては、

各年度の数字を冠して遺構名を付し、本文中では、例えば、平成16年度調査の1号住居跡には16- 1

号住居跡、などのように記載し区別した。以下、土坑や溝跡等についても同様である。

4　遺構の記録

検出された遺構については、平面図及び断面図、写真撮影により記録した。

平面図は、調査区内に任意の測量点を設定し、これを基準点として1/20で作成した。基準点測量

については業者に委託し、座標及び標高を求めている。

各遺構の土層断面図については、必要に応じて作図した。

遺構写真は、 35mmの白黒とカラーリバーサルで撮影・記録し、平成17年度以降の調査については、

必要に応じてデジタルカメラを用いて撮影した。

5　整理調査

整理調査に伴う作業は各年度発掘調査終了後に実施し、概要報告書の作成、提出をもって当該年度

事業の完了とした。

調査報告書作成に伴う整理調査は平成24年度に実施した。

第4節　基本層序

第3図示した土層柱状図は、調査地の南端(平成

16年度調査区)、中間(平成20年度調査区)、北端(平

成23年度調査区)それぞれにおいて記録した土層断

面図を基に作成したものである。

I層は造成土で厚さは20cm-10cmを測る。 Ⅱ層は

茶褐色砂質土で、北側では確認できない。 Ⅲ層は黒

褐色シルト質土を呈する中世の遺物包含層、 Ⅳ層は

暗褐色シルト質土を呈する平安時代の遺物包含層で

ある。 Ⅴ層は黄褐色シルト質土で、遺構確認のため

の基準とした層である。 Ⅵ層は黄褐色砂質土、 Ⅶ層

は礫層となる。
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第5節　調査日誌

【平成16年度】

12月13口(月)

12月14日(火)

12月15日(水)

12月16日(木)

【平成17年度】

11月14日(月)

11月15日(火)

11月16口(水)

11月21日(月)

11月22口(火)

11月24日(木)

11月25日(金)

【平成18年度】

6月13日(火)

6月14口(水)

6月16日(金)

6月19日(月)

11月13日(月)

11月14日(火)

11月15日(水)

11月16口(木)

11月17日(金)

11月20日(月)

11月21口(火)

11月22日(水)

11月24日(木)

11月27日(月)

発掘機材搬入。表土掘削。遺構検出作業。

遺構検出作業。全体写真。

遺構検出作業。 1号住居跡・ 1号土坑調査。

基準点測量。

1号住居跡調査・写真。平面図。発掘機材

撤収。調査終了。

発掘機材搬入。南調査区から表土掘削。中

世水田両調査。

水田面実測。平面図。下層掘り下げ。

畝状遺構検出、調査。平面図。南調査区終

了。

北調査区表土掘削。中世水田両調査。

水面面下層掘り下げ。基準点測量。

畝状遺構調査。

写真撮影。平面図作成。発掘機材撤収。調

査終了。

発掘機材搬入。北調査区より表土掘削。

1号住居跡調査。写真。

平面図、土層断面図。

南調査区表土掘削。平面図。写真。機材撤

収。調査終了。

発掘機材搬入。西1へ3調査区表土掘削。

西1調査区　竪穴遺構調査。写真。西4へ

6調査区表土掘削。

西2 ・ 3調査区遺構検出作業。写真。

西4へ6調査区遺構検出作業。西2へ6調

査区平面図。写真。西調査区終了。

束1調査区表土掘削。遺構検出作業。

束2調査区表土掘削。土層断面写真。

束1 ・ 2調査区平面図。東3調査区表土掘

削。遺構検出作業

束4調査区表土掘削。遺構検出作業。

束3調査区平面図。束1へ3調査区写真。

4号土塊(石組井戸跡)調査。束5調査区

表土掘削。

4号土塊調査。写真。

表土掘削(平成16年度)

作業風景(平成17年度)

作業風景(平成18年度)

作業鳳景(平成18年度)
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11月28日(火)

11月29日(水)

【平成19年度】

7月31日(火)

8月3日(金)

8月7日(火)

8月20日(月)

8月22目(水)

8月27日(月)

8月28日(火)

8月29目(水)

8月31日(金)

9月4目(火)

9月10日(月)

9月11日(火)

9月13日(木)

【平成20年度】

10月31日(金)

11月4目(火)

11月5日(水)

11月6日(木)

11月7日(金)

11月10日(月)

【平成21年度】

8月24目(月)

8月25日(火)

8月26日(水)

8月27日(木)

8月28日(金)

9月1日(火)

9月2目(水)

【平成22年度】

8月2日(月)

8月3口(火)

8月4日(水)

8月5日(木)

8月6口(金)

4号土坑平面図・断面図。基準点測量。

発掘機材撤収。調査終了。

束1 ・ 2調査区表土掘削。

西1調査区表土掘削。遺構検出作業。

西1調査区写真。平面図。

束3調査区表土掘削。遺構検出作業。

束3調査区土層断面写真。全体写真。

束4-6調査区表土掘削。

束6調査区遺構検出作業。

束4 ・ 5調査区遺構検出作業。

束6調査区　1号溝跡調査。

基準点測量。

束6調査区　1号・ 2号溝跡調査。写真。

平面図。

束6調査区全体写真。

発掘機材撤収。調査終了。

発掘機材搬入。表土掘削。

遺構検出作業。 1号溝跡調査。

1号・ 2号溝跡調査。

全体写真。平面図。

予定地内試掘調査。

基準点測量。発掘機材撤収。調査終了。

発掘機材搬入。 1調査区表土掘削。

遺構検出作業。 1号溝跡調査。

1号溝跡写真。 1調査区全体写真。平面図。

2調査区表土掘削。

2調査区遺構検出作業。

2調査区全体写真。土「三面図。

3調査区表土掘削。遺構検出作業。

表土掘削(平成18年度)

作業風景(平成19年度)

表土掘削(平成20年度)

自然流路調査。 3調査区全体写真。平面図。

発掘機材撤収。調査終了。

発掘機材搬入。 2調査区表土掘削。

遺構検出作業。

2調査区土間遺構検出。調査。写真撮影、

平面図、断面図作成。

3調査区表土掘削。遺構検出作業。

1号土塊調査。写真撮影。平面図。

1医・ 3区表土掘削。遺構検出作業。
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8月9日(月)

【平成23年度】

9月14日(水)

9月15日(木)

9月16口(金)

9月22日(木)

9月26日(月)

9月27日(火)

【平成24年度】

5月8日(火)

5月9日(水)

5月10日(木)

5月11日(金)

5月14日(月)

埋め戻し。発掘機材撤収。調査終了。

プレハブ・トイレ・発掘調査機材搬入。

1南調査区表土掘削。遺構なし。埋め戻し。

1北調査区表土掘削。遺構検出作業

2調査区遺構調査。

1調査区遺構調査。写真撮影。平面図。

埋め戻し。

3調査区表土掘削。 3号土塊検出、調査。

3調査区表土掘削。遺構検出作業。

3調査区埋め戻し。 2調査区表土掘削。遺

構検出作業。遺構なし。埋め戻し。

発掘機材等撤収。調査終了。

発掘機材搬入。 2調査区表土掘削。

遺構検出作業。全体写真。断面写真。

2調査区断面図、平面図作成。埋め戻し。

1調査区表土掘削。遺構検出作業。

防火水槽撤去箇所立会調査。

1調査区平面図作成。写真。埋め戻し。

3調査区表土掘削。遺構検出作業。

基準点測量。

1号土現、 2号土現、 1号溝跡調査。

全体写真、平面図作成。

下層トレンチ調査。 3調査区埋め戻し。

4調査区表土掘削。遺構検出作業。埋め戻

し。

発掘機材撤収。調査終了。

毅識字薫肇や
血∵登場ク{雷や
鷹

; 5寄)雛

作業風景(平成22年度)

表土掘削(平成23年度)

表土掘削(平成24年度)

基準点測量(平成24年度)
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第2章　遺跡の環境

栗佐遺跡群は、千曲川の氾濫により形成された自然堤防上に展開する弥生時代から中世に至る複合

遺跡として周知され、古墳時代から平安時代の集落跡が調査された五輪堂遺跡をはじめ、南沖遺跡、

諏訪宮遺跡、北村遺跡など、粟佐遺跡群を冠する遺跡は、現在16の遺跡に区分されている。

この16区分されたそれぞれの遺跡名は、字境などを基に便宜的に付けられた遺跡名であり、各遺跡

の時代や性格を反映した区分とはなっていない。これは莱佐遺跡群のみならず、北東に広がる屋代遺

跡群でも同様のことが言え、小島遺跡や田中沖遺跡、更埴条里水田址など周辺に展開している遺跡を

含めた、総合的な検討も今後必要となってこよう。

ここでは、過去に実施された栗佐遺跡群内の各遺跡と周辺遺跡の発掘調査を概観し、遺跡の環境と

する。

粟佐遺跡群琵琶島遺跡

ホテルルートイン更埴の建設に伴い、平成2年度に調査が実施されている。

ホテル建設箇所は以前建てられていた建築物により既に破壊されていたため調査できなかった

が、浄化槽設置部分は辛うじて破壊を免れ、 110露の調査がおこなわれた。調査では平安時代の竪

穴住居跡1棟と古墳時代から平安時代にかけてとみられる土坑4基が検出されている。

粟佐遺跡群五輪堂遺跡

昭和52年度から屋代小学校校舎改築に伴い発掘調査が実施されている。 52年度に600壷、 53年度

に2,320壷が調査され、主に古墳時代から平安時代にかけての竪穴住居跡70棟余りをはじめ、掘立

柱建物跡や溝跡など多くの遺構を検出している。

昭和57年度には屋代南高等学校の体育館建設、また、昭和61年度から昭和63年度にかけては校舎

等の改築に伴う発掘調査がそれぞれ実施されており、古墳時代から平安時代の竪穴住居跡や、古墳

時代前期の方形周溝墓が検出されているほか、土師器、灰粕陶器の椀、小瓶、長頚壷が出土した平

安時代の火葬墓などが調査されている。このほか、時期の特定はできていないが、方形区画に右列

が巡る堂跡と思われる遺構が検出されている。

平成2年度には更埴警察署(現千田警察署)の官舎建設のほか、平成18年度には埴科教育会館改

築に伴い230壷の発掘調査が実施されている。

粟佐遺跡群南沖遺跡

更埴警察署(現千田警察署)庁舎建設に伴い平成2年度に調査が実施されている。平安時代を中

心に竪穴住居跡20棟、掘立柱建物跡4棟のほか、溝跡、土抗など多くの遺構を検出している。

平成20年度には、さがみ典礼更埴法事センター建設に伴い180露の調査が実施され、古墳時代か

ら平安時代の竪穴住居跡15棟、溝跡6基、土坑9基を検出している。このほか、店舗建設に伴う2

か所の発掘調査が実施されている。

粟佐遺跡群諏訪宮(諏訪南沖)遺跡

市道粟佐橋線の改良工事に伴い平成2年度に1,000壷の調査が実施されている。竪穴住居跡12棟、

溝跡5基、土坑15基などが検出され、 12号住居跡からは和同開弥1枚が出土している。また、調査
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区の西側では水田跡が確認され、畦畔近くから灰粕陶器の小型壷が出土している。平安時代(9世

紀代)の水田跡と考えられている。

翌平成3年度には都市計画道路川東線の発掘調査が実施されている。

平成6年度に西友更埴店建設に伴い1,800誼の調査を実施し、古墳時代から中世にかけての遺構

が検出されている。平安時代を中心に竪穴住居跡27棟、掘立柱建物跡1棟などが検出されたほか、

中世では多くの土抗や竪穴遺構、溝跡が検出されている。中でも幅1.5mへ2m、深さ1m前後を

測る4号・ 10号溝跡(同一遺構)は調査区内において直角に曲がる部分が確認され、周辺を試掘調

査したところ一辺が約60mの方形に区画された溝跡となることが判明した。礎石建物跡や1,000基

を超える柱穴などから、屋代遺跡群城ノ内遺跡や荒井遺跡などでみられるような中世居館跡を妨彿

とさせる。ただ、一辺60mという規模については遜色ないものの、幅4mへ10mを測る屋代遺跡群

の居館の堀跡と比較すると貧弱であり、居館とは異なる別の施設の可能性も否定できない。

なお、諏訪宮遺跡は、これまで「粟佐遺跡群諏訪南沖遺跡」として発掘調査を実施し調査報告書

が刊行されているが、当該地の字名は『諏訪宮』であることから、平成15年度に「栗佐遺跡群諏訪

宮遺跡」として遺跡名を変更している。

粟佐遺跡群宮裏遺跡

長野県更埴建設事務所(現長野県千田建設事務所)建設に伴い平成5年度から6年度にかけて約

1,100壷の調査を実施している。平安時代の竪穴住居跡が1棟検出された以外はすべて中世の遺構

であり、竪穴遺構、井戸跡、溝跡、土坑などの遺構が調査されている。竪穴住居跡は調査範囲の最

も西側で検出され、この地点より東側では平安時代の遺構は確認できていないことから、平安時代

居住域の東端となるものとみられる。

平成16年度には県単道路改良事業に伴い、須須岐水神社前の約32誼の発掘調査を実施し、中世か

ら近世に至る遺構を検出している。

粟佐遺跡群北村遺跡

平成元年度に都市計画道路栗佐橋線建設工事に伴い300誼が調査されている。古墳時代の竪穴住

居跡4棟のほか、馬骨が集中して出土している。馬骨は東西5m、南北2mの範囲内から出土し、

骨が散乱して出土しているため判然としないが、少なくとも5頭分はあるものとみられ、白骨化後

かそれに近い状態となっているものをまとめて埋めた可能性がある。掘り込みも不鮮明で共伴する

遺物もないため時期は不明であるが、中世以降のものと思われる。

小島遺跡

昭和63年度、都市計画道路駅前線(屋代駅前)の改良工事に伴い約550壷が調査された。竪穴住

居跡6棟、溝跡4基、土坑2基のほかピット17基が検出されている。

竪穴住居跡は主に奈良時代から平安時代にかけてのものとみられる。 1号溝跡は幅2.5m、深さ

50へ60c皿を測るもので、内部から底部を穿孔された壷など古墳時代の遺物が出土しており、全体の

検出には至っていないが、方形周溝墓の可能性が考えられている。また、遺構には伴っていないが

弥生時代中期前半から後半にかけての遺物が多く出土し、石包丁など石器もみられる。

平成19年度から20年度にかけて、埴生本線(都市計画道路3 ・ 4 ・ 4旧国道線)道路改良工事に

伴う調査が実施されている。この調査は、本書所収の琵琶島遺跡調査地点を南側へ延長した箇所で

あり、 2年間で180壷の調査を実施し、主に中世の溝跡や井戸跡を検出している。
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田中沖遺跡

平成5年度・ 6年度・ 8年度の3次にわたって、杭滴下土地区画整理事業に伴い550壷の調査が

実施され、古墳時代から平安時代の竪穴住居跡37棟、土坑15基、溝跡11基のほか、平安時代の水田

跡が検出されている。また遺構には伴っていないが、弥生時代中期から後期の遺物も出土している。

その後、平成15年度にも同事業に伴い65壷の調査が実施され、平安時代の竪穴住居跡3棟、溝跡

1基を検出している。

第4図　調査地点と周辺の遺跡分布(1 : 10,000)
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第5図　全体図① (1 :500)
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20-4区

20-3区

20-2区

20-1区

20-2号溝跡
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20-1号溝跡

9　　　　　19m

21-1号溝跡
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図二カクラン
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1 8-西6区

塁間
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第6図　全体図(① (1 :500)
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19一西1区

1 7一北区

1 7一北区

1 7一南区

16区

圏=カクラン

17-1号溝跡

畝状遺構

畝状遺構

1 8-東5区

1 8一束4区

1 8-4号土坑

(井戸跡)

1 8一束3区

1 8一束2区

18一束1区

1 6-2号土坑

1 8一西7区

第7図　全体図③ (1 :500)
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第3章　遺構と遺物

竪穴住居跡

16鵜1号住居跡

平成16年度調査区の南端で検出された遺構である。

南北方向4mlOcmを測り、遺構の確認できた面からの深さは20cmほどで、一部硬化した張り床が西

側隅に掲出されており、その形状から竪穴住居跡と考えられる。

調査区域の制限から全体を検出できていないが、平面形は方形を呈するものと思われる。

遺物は平安時代の土器が出土している(第12図lへ11)。

1-4は土師器の杯である。 1の内面は丁寧に磨かれるが黒色処理はされていない。 2の内面はロ

クロナデのみである。 3 ・ 4は内面が黒色処理される。底面は、 3が回転へラ切りにより切断される

が、それ以外は糸切りである。 5は底部が欠損しているため判然としないが、椀と思われる。内面が

黒色処理されている。 6は椀の底部破片である。 7 ・ 8は須恵器の杯である。底部は糸切りにより切

断されており、外面はロクロナデによる器面の凹凸が著しいが、内面は平坦である。 9は土師器の聾

で、胴部外面及び口綾部内面にカキメがみられる。 10は土師器聾の底部破片で、底部はヘラケズリさ

れる。 11は灰粕陶器の底部破片である。

360.20m
〇〇二=

第8図16-1号住居跡(1 :40)

18- 1号住居跡

平成18年度に実施した西調査区で検出された遺構であるが、調査区内全体が撹乱されており、これ

を免れた一部から少量の土器と、さらに下部から張り床状の硬化面が検出されたことから、遺構規模

や形状など不鮮明ではあるが、竪穴住居跡と判断した。

出土遺物は須恵器の杯2点が図化できた(第12図12 ・ 13)。

いずれも、器面はロクロナデによる凹凸が著しく、 12の底部は糸切りにより切断されている。
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土坑

16-1号土坑

平成16年度調査区、 16- 1号住居跡の北側約8mの地点で検

出された遺構で、半分ほどが調査区域外となる。

直径1m30c皿前後の円形を呈すると考えられ、深さは最大で

28c皿を測る。

内部より、土師器の杯(第12図14)、皿(第12図15)、聾(第

12図16・ 17)が出土している。

¥メメゝ

0　　　　　　　　　　　　1m

14は内面が黒色処理され、丁寧な磨きが施される。底面は切　第9図16-1号土坑(1 :40)

断後へラケズl)され、器面が凸凹している。 15は内面の黒色処

理された皿と思われ、底部には脚が付けられていたとみられる痕跡が残る。 16の胴部外面はヘラケズ

リされる。 17の外面はロクロナデとへラケズリ、内面にはハケによる器面調整がみられる。

18-3号土坑

平成18年度調査西1区南端で検出された円形土坑である。内部から陶器片が出土しており、近世の

遺構と考えられる。

18-4号土坑

平成18年度調査の束4区南端で調査区を横断する幅3 m50cmほどの落ち込みが確認された。

圏
墓園

第10図18-4号土坑(1 :30)
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覆土は、褐色の砂質土を呈し、焼土と炭化物、黄褐色の粘土ブロックが全体に混入していた。

当初溝状遺構を想定して調査を開始したが、南端の調査区束壁際から拳大ほどの礫が多数出土し、

これら礫を取り除くと、大きな平石に囲まれた直径1mほどの空間が存在した。内部を掘り進めると、

礫は連続して積み上げられており、その様相から石組井戸と考えられる遺構である。

底面までの深さは1mlOcmを測り、中央部分に直径約40cmの曲物が埋められていた。さらに、その

周囲を取り囲む板材が、北側を除く三方に埋め込まれていた。

内部からの遺物の出土はなかったものの、覆土の様相や遺構の掘り込まれている高さなどから、中

世の遺構を想定している。

23葛1号土坑・ 23-2号土坑

平成23年度調査1区で検出された遺構で、内部から内耳鋼片が出土していることから、中世の土抗

と思われる。

23- 3号土坑

平成23年度調査3区で検出された遺構で、長辺1

m98cm、短辺86cmの長方形を呈する。深さは、遺構

確認面から最大17c皿を測り、平坦である。

覆土は礫交じりの暗褐色シルト質土で、内部より

小型の土師器杯2点(第12図19 ・20)が出土してい

る。

遺構の形状や遺物の出土状態から土墳墓を想定し

たが、内部から骨片は出土していない。

出土した杯は、ロクロナデによる器面の凹凸はあ

し　二　」　1,m

第11図　23-3号土坑(1 :40)

まりみられない。底部は糸切りにより切断されている。 19は完形品である。

24-1号士坑・ 24-2号土坑

平成24年度調査3区で検出された土坑である。いずれの土抗も出土遺物はないが、覆土の様相から

中世の遺構と考えられ、 2号土坑は24- 1号溝跡と重複関係にある。

溝跡

18鵜1号溝跡

平成18年度調査西4区北端で検出された遺構で、調査区内において弧を描きながら屈曲する。内部

からの遺物の出土はなく、時代は判然としない。幅は36cm、深さ5cmを測る。

19-1号溝跡

平成19年度調査束6区で検出された溝跡で、調査区を南北に縦断している。

覆土は暗褐色シルト質土で、幅30cm、深さ8cmへ15cmを測り、断面はU字形を呈している。

出土土器には須恵器杯がある。 (第12図18)底部は回転へラ切りにより切断されており、その後高

台が付けられる。

19-1号溝跡・21-2号溝跡

それぞれの調査区を南北に縦断する遺構で、溝状となるのか、そのまま地形の落ち込みとして低地

となっていくのか、調査区の制約からわからないものの、東側へ比較的緩やかに落ち込んでいく。
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19- 2号溝跡は調査区の南側で900屈曲し、 21- 2号溝跡は南側が撹乱により判然としない。

その様相から人為的な掘り込みによる遺構とは考えにくく、自然流路となるものと思われる。

19-3号溝跡

平成19年度調査束5区で検出された溝跡で、規模や覆土の内容など19- 1号溝跡と類似するため、

同一の遺構と考えられる。西側へ弧を描きながら屈曲していく。

20-1号溝跡・20-2号溝跡・20-3号溝跡

平成20年度調査1区で検出された遺構で、 1号溝跡と2号溝跡は規模や覆土の様相など同一である。

内部から平安時代の土器片が僅かに出土しているが、小破片のため図化はできなかった。遺構の西側

には直径10cmほどのピットが4基検出されている。 3号溝跡は2号溝跡と重複関係にある。

その他の遺構

平成17年度調査区では中世の水田跡と考えられる粘質土が検出され、その下層からはほぼ南北に掘

られた畝状遺構が検出されている。この畝状遺構の時代については遺物の出土がないため判然としな

い。なお、平成19年度調査束3区でも畝状遺構が検出されている。

平成22年度調査区の1区では土間状の遺構が検出されている。調査範囲の制約により全体を検出で

きていないため判然としないが、黄褐色の粘質土で硬く叩き締められている。

2

士。

、--〇〇 ・〇。ノ

3

椅喜喜喜百百百百百∴

」　_　　4

モ

_‾」≡7

1へ11=16-1号住居跡

12へ13=18-1号住居跡

14へ17二16-1号士坑

18=19-1号溝跡
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第12図　出土遺物実測図(1 :4)
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第4章　まとめ

栗佐遺跡群内の各遺跡は、五輪堂遺跡や南沖遺跡などのように弥生時代から中世にいたるまでの遺

構が確認されている。

当該地域は、幾度も千曲川巳濫の被害を受け続けた地域であったとみられるが、その都度居住空間

を再構築するための開拓をし、集落の形成や繁栄を模索してきた地域とも言えよう。

今回調査を実施した琵琶島遺跡とその周辺は、遺跡の密集度からすると必ずしも濃い状況を示して

いるとは言えず、県道白石千曲線(旧国道線)付近を境に東側の一重山までの間は遺跡が皆無となる。

よって今回の調査地点は、栗佐遺跡群の東端部分を調査できたことになるため、遺跡の範囲や古環境

の把握にとって貴重な調査となった。

また、当該箇所での県道白石千曲線は旧北国街道にあたり、特に須須岐水神社周辺は矢代宿が置か

れた近隣地でもあるから、今回の調査において旧北国街道に関連する遺構や町割りなどの検出も期待

された。しかし、当該地周辺が古くから住宅地や商業地として機能していた地域であったことから破

壊を受けてしまった部分が多く、調査範囲にも制約があり北国街道に関する遺構は確認できなかった。

ここでは、今回の調査で検出された各時代の様相を概観し、まとめとする。

平安時代

調査の結果、当該地の元地形は北に行くにしたがって少しずつ低くなっていくことが判明し、調査

区南側に存在する僅かな微高地上に平安時代の集落が展開していたようである。

仁和3年(887)に発生した束南海地震の影響により八ヶ岳が山体崩壊して千曲川を堰き止めダム

湖を形成し、翌、仁和4年(888)にこのダム湖が決壊したことにより千曲川が大洪水を起こし、流

域の集落や田畑を飲み込む被害があったことが判明している。

千田市内においても、力石条里遺跡群や更埴条里水田跡、屋代遺跡群などで、洪水によりもたらさ

れたとみられる砂質土が広範囲に認められている。この洪水砂に被覆されている遺構の時期が、出土

遺物の様相により9世紀後半に位置づけられることから、文献等により著されている洪水の発生時期

と遺構の時期とが概ね合致し、この洪水砂が遺構の時期を特定する際の一つの指標になっている。

粟佐遺跡群内においても少なからず洪水の影響を受けたものとみられ、現在のしなの鉄道線がある

一重山の山麓は沼地のような軟弱地盤であり、ここに千曲川本流とは別の河川が存在し、洪水の流路

となっていた可能性が指摘されている。

調査地点の西側には五輪堂遺跡など平安時代の遺構を検出する遺跡が展開しているため、今回の調

査地点は東側へと落ち込む地形の変換点付近となり、現在のような比較的平坦な土地となったのは、

仁和の洪水発生以降ではないかと考えられる。ただ、更埴条里水田址や屋代遺跡群などで検出できる

洪水に伴うとみられる砂質土は、今回の調査地点では確認できていない。

今回の調査において検出された平安時代の遺構は、竪穴住居跡2棟と土坑3基、溝跡6基である。

この内、 18- 1号住居跡は、破壊の程度が大きく、遺構として把握することはできなかったが、平安

時代の遺物の出土に加え、床面のような硬化した平坦面が確認できたため、竪穴住居跡と判断した。

時期比定に有力となる仁和洪水に伴う砂質土が検出できていないことから判断に苦しむが、出土遺
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物の様相から多くは8世紀末へ9世紀初頭にかけての遺構と考えられる。

23- 3号土坑は土損墓とも考えられる遺構であるが、土器以外の出土遺物はなく判然としないもの

の、土器の様相から11世紀の遺構と思われる。

平安時代集落は、これより南側の小島遺跡で数棟の竪穴住居跡が検出されており、いずれも8世紀

から9世紀に属する竪穴住居跡である。また、琵琶島遺跡から北西方向に展開する五輪堂遺跡や、さ

らに西方の南沖遺跡にも広がりをみせていることも明らかとなっている。

琵琶島遺跡を含めた小島遺跡周辺に展開する集落と、五輪堂遺跡や南沖遺跡の集落とは、必ずしも

同一の集落として認識できるものではないが、粟佐遺跡群の微高地上に集落が広がっている様相を捉

えることができている。

中　　世

粟佐遺跡群東側の一重山山頂には、戦国時代の豪族『屋代氏』の居城とされる屋代城が存在する。

屋代城は、範囲確認調査の成果などから15世紀中ごろの築城と考えられており、天文22 (1553)年、

屋代城主であった屋代故国が武田晴信(後の信玄)より、本領としていた雨宮から荒砥(千田市大字

上山田)へ領地転換され、荒砥城を本拠地として移ったこのころ廃城となったとみられている。

今回の調査において、年代の特定は難しいものの、中世戦国期と思われる溝跡や土坑、井戸跡など

屋代城との関係を推測できる数多くの遺構が検出されているが、この屋代城に関連するとみられる屋

代氏の居館などについての所在は、実際のところ定かではない。

1995年に刊行された『屋代城跡範囲確認調査報告書』の中で小島道裕氏は次のように記述している。

``屋代城の城下町については、これまで特段の調査・研究は行われていないが、屋代城西麓の満照

寺が城主の居館跡、近世の矢代宿が戦国期の城下の後身と考えられてきたようである。

しかし、今回の一連の調査で明らかなように、屋代城に屋代氏が居住していたかどうかは、実は文

献的にも遺構・遺物の面からも明証がないと言わざるを得ないのであり、城下町についても、はたし

てここに地域支配の中核となるような存在があったかどうか自体が検討を要する問題である。’’

このように前置きされた上で、屋代城下を広域的な視点で考えていくために、 「屋代地区」 「屋代城

西麓地区」 「桑原地区」の3箇所に絞り検討している。

屋代地区　　千田市の北部、大字屋代地区に城ノ内と称する小字名が存在する。その名が示している

とおり城館に関連した地名であることは容易に想像がつき、現在、屋代遺跡群城ノ内遺跡として、縄

文時代から中世にいたる集落遺跡として周知されている。

当該地で実施された数々の発掘調査成果と、明治22 (1888)年の地籍図を参考にしなから居館の位

置や規模が推測され、その内容が少しずつ判明してきている。

調査では、幅10m以上、深さも3mを超える大規模な溝跡が検出されており、出土遺物や遺構の様

相から、 13世紀一14世紀の居館堀跡と考えられている。 「屋代古城」とも言われる当該地周辺におい

て居館跡を想定でき得る遺構が検出されたことにより、屋代氏居館あるいは、屋代城の前身としての

機能を有する城館施設として有力なものとなる。しかしこれは、あくまでも一重山山頂の屋代城築城

以前の居館を想定しており、現在のところ屋代城に付属した施設とする認識には至っていないが、 15

世紀以降も存続していた可能性も排除できず、屋代城や屋代氏との関係などの問題が浮上してこよう。

ちなみに、屋代古城として推定される城ノ内遺跡と屋代城とは、直線距離にして約2km離れている。

屋代城西麓地区　　今回の調査地点はこの地区の範囲となる。調査幅が2m前後しか確保できなかっ
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たため、屋代城下や居館の様相を調査により把握することは不可能であったが、調査地点の北側に展

開する宮裏遺跡でも戦国期の遺構や遺物が出土していることから、須須岐水神社を含めた一帯に居館

もしくは、それに類似する施設が築かれていた可能性は十分に考えられる。しかしながら、屋代氏の

居館として推測される満照寺近辺や、北国街道矢代宿の前身としての城下町的機能の存在も、可能性

があると言う憶測の域を脱することができず、当該地にそれを見出すことは現段階では難しいと言え

る。

屋代城から少々距離はあるが、諏訪宮遺跡や南沖遺跡などでも戦国期の遺構が数多く調査されてい

る。特に、諏訪宮遺跡では14世紀後半から15世紀にかけての溝跡が検出されており、周辺に設けたト

レンチ調査により一辺が約60mを測る方形区画になることが判明している。

溝幅は2m前後と城ノ内遺跡などで検出された居館堀跡には規模で劣るものの、溝で区画された内

部や周囲には柱穴や竪穴状遺構など数多くの遺構が検出されていることから、相応の施設があったこ

とは間違いないとみられ、居館としての有力な候補地となるかもしれない。

桑原地区　　文献資料から戦国期に市場の存在が確認されていることで、屋代氏の城下町として機能

が当該地に想定されている。しかし、屋代城を本拠とすると、千曲川を挟んだ対岸にあたるため城下

町としての機能をここに見出すのは非常に困難と言わざるを得ない。

いずれにしても、屋代氏と屋代城の関わりは現段階では一致しているとは言えないが、粟佐遺跡群

内に屋代氏居館が存在していた可能性を残しつつも、もっと広範な視点で検討して行くことが肝要で

ある。

最後に、平成16年度に開始して以来、足掛け9年にわたり発掘調査を実施し、この間、多くの方々

のご協力を賜った。特に、調査期間中は近隣住民の皆様や通勤通学の皆様に多大なるご迷惑をおかけ

したことは言うまでもなく、感謝申し上げる次第である。

また、各年度の調査に際しては八州建設㈱・ (有)清原組・三共建設㈱・西小寺建設㈱・栄和土木㈱・

㈱ナラデン・ ㈱石井工務所・富士建設㈱の関係諸氏に、重機の手配から調査中の安全管理にいたるす

べてにおいてご尽力を頂戴した。

発掘調査作業に従事いただいた皆様や、出土遺物についてご教示賜った長野県埋蔵文化財センター

市川隆之調査研究員はじめ、調査に携わったすべての方々に対し感謝申し上げ、当該調査のまとめと

する。

引用・参考文献
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更埴市教育委員会1995 「屋代城跡範囲確認調査報告書」
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第1章　調査概要

第1節　調査に至る経過

国道403号と長野電鉄屋代線とが交差する箇所において、道路幅が狭い上に歩道の整備がされてい

ない状況であった。そこで、道路を管轄する長野県(千田建設事務所)は交通安全対策事業として、

道路改良工事を計画した。

平成21年12月28日に文化財保護法第94条に基づく通知書が提出され、同日、当該事業に伴う保護協

議を実施した。保護対象面積約2,000血の内、現道や踏切部分など調査不能箇所が約1,200誼あり、残

り800I荊こついても水路などが敷設されているため、遺跡が既に破壊されていることが考えられたこ

とから、拡幅部分として幅2mを確保できる部分約100誼を発掘調査対象とした。

平成22年10月20日、千曲建設事務所長と千田市長との間で締結した業務委託契約に基づき、 11月29

日に調査を開始したが、店舗等への出入口など掘削できない箇所が発生したため、最終的な調査面積

は24誼にとどまり、 12月1日、現場における作業をすべて終了した。

整理調査は発掘調査終了後に実施し、調査内容をまとめた概要報告書の提出をもって調査業務の完

了とした。

1　調査遺跡名

2　所　在　地

3　事業主体者

4　調査原因

5　契約年月日

6　調査の内容

7　調査期間

8　調査受託者

9　調査主体者

10　種別・時期

11検出遺構

12　出土遺物

屋代遺跡群町浦遺跡(千田市遺跡台帳恥.31 -21　調査記号MT日4)

千田市大字雨宮258番地1　ほか

長野県千田建設事務所長　鎌田朝秀

平成22年度　社会資本整備総合交付金(市街地整備)交通安全事業

(国) 403号　千田市雨宮

平成22年10月20日　　変更契約年月日　平成23年3月2日

発掘調査　24諸　　調査費用　425,000円(全額事業者負担)

発掘調査　平成22年11月29ロー平成22年12月1日

整理調査　平成23年2月1日一平成23年3月15日

干曲市長　近藤清一郎

千田市教育委員会事務局

教育長　安西嗣宜　　　教育部長　南松雄一

生涯学習文化課長　小泉義和　　　文化財係長　矢島宏雄

文化財係　翠川泰弘・寺島孝典(調査担当)

調査参加者　大硲美代子・高野貞子・田中富子・中村文恵・米沢須美子

水田跡　　平安時代

水田跡1面・畦畔1本(平安時代)

土器片　　8片
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第1図　調査地位置図(1 :20,000)

第2節　調査の方法

1　調査区の設定と掘削

当初予定した発掘調査範囲の内、店舗の出入口や既に破壊された箇所などがあったため、調査可能

な箇所が大幅に減少した。また、歩道を含めた拡幅は2mあったが、交通の安全対策等から既設道路

接地部分に1 mの緩衝地帯を設けた。これによって実質的な調査幅は80c皿前後となった。

表土掘削はバックホー(0.18亜)を援用した。

2　遺構検出

試掘調査により、砂質土に被覆された水田跡の存在が確認できているため、バックホーによる掘削

を水田面の30c皿上面で止め、水田遺構の検出までは手作業によりおこなった。

事前に畦畔の検出位置がある程度特定できていたことから、今回の調査では畦畔位置の確認に主眼

を置いた。

3　遺構番号の付与

検出された遺構が水田跡であるため、畦畔のみに遺構名を付した。
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4　遺構の記録

検出された遺構については、平面図及び断面図、写真撮影により記録した。

平面図は、調査区内に任意の測量点を設定し、これを基準点として1/20で作成した。基準点測量

については業者に委託し、座標及び標高を求めている。

各遺構の土層断面図については、必要に応じて作図した。

写真は、 35皿の白黒とカラーリバーサルで撮影し、必要に応じてデジタルカメラを用いて撮影した。

5　整理調査

整理調査に伴う作業は発掘調査終了後に実施し、概要報告書の作成、提出をもって調査業務の完了

とした。

調査報告書作成に伴う整理調査は平成24年度に実施した。

第3節　基本層序

駐車場造成時のものと思われる砂利敷きが地

表から40c皿ほど確認でき、その下層には黒青灰

色を呈する旧水田の耕作土とみられる粘土層が

厚さ20c皿ある。

Ⅲ層は旧水田に伴う鉄分の沈殿層となる。

Ⅵ層一Ⅷ層は砂質土となり、上層から順に暗

褐色、暗黄褐色、暗茶色、暗褐色をそれぞれ呈

している。この砂層は、仁和4年(西暦888年)

に起こったとされる千曲川大洪水によりもたら

された砂とみられ、厚さは60c皿程度となる。

第Ⅸ層は灰褐色粘質土を呈する、平安時代水

田跡となる。

356。40m

(水田面)

0

!　　　王　　　　申

第2図　土層断面図(1 :40)

第4節　調査日誌

【平成22年度】

11月29日(月)　発掘機材搬入。表土掘削。遺構検出作業。

1号喧嘩検出。

11月30日(火)　遺構検出作業。 1号畦畔写真撮影。断面図

作成。基準点測量。

12月1日(水)　全体写真撮影。平面図作成。埋め戻し。

発掘機材撤収。本日をもって現場における

作業をすべて終了する。
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第2章　遺跡の環境

屋代遺跡群は、千曲川の氾濫による自然堤防上に立地する遺跡で、縄文時代から中世に至る多くの

遺跡が包蔵されている地域となり、これまでの数多くの発掘調査が実施されてきている。

屋代遺跡群内を字境等により区分した遺跡は22箇所におよび、町浦遺跡は屋代遺跡群の中央付近に

位置する、広大な集落遺跡として著名な遺跡である。

上信越自動車道や国道403号土日バイパス建設に伴う発掘調査では、弥生時代から平安時代にかけ

ての竪穴住居跡に代表される多くの遺構が検出され、特に7世紀末へ8世紀前半に位置付くとされる

国府木簡や都府木簡に加え、数棟にも及ぶ大型の掘立柱建物跡の存在など特殊な遺構や遺物の出土

する地域としても注目される遺跡である。このような状況から、町浦遺跡の近辺に古代郡衛が存在し

ている可能性が示唆されている。

第3図　調査地周辺の遺跡分布(1 : 10,000)
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第3章　遺構と遺物

水田面

第2図の土層断面図でも示したが、上部は造成や撹乱等により破壊を受けている場所が存在するも

のの、水田面の残存状況は非常に良い。

仁和4年の千曲川洪水によりもたらされた砂にパックされた状態なため、水田面表面の観察は良好

におこなわれた。

調査区中央付近で検出された1号畦畔を境に水田面の状況は異なり、束調査区は比較的平坦な面を

呈しているのに対し、西調査区は南北に幾筋もの窪みが検出されている。その状況から、田植え準備

作業の痕跡と考えられる。

1号畦畔

調査範囲の制約により全体を検出することはできなかったが、幅1m前後を測ると思われ、水田面

からの高さは約10c皿を測る。

上面は平坦となる台形状を呈するとみられる。比較的軟弱な水田面に比べ、畦畔の表面は硬化して

おり、畦畔の検出された位置、またその規模などから、坪内を区画する畦畔と思われる。

出土遺物

洪水砂層中や水田面から合計8点の土器が出土している。すべて杯で、土師器が6点、須恵器が2

点である。いずれも小破片のため図化することはできなかったが、土師器はすべて内面が黒色処理さ

れたもので、須恵器は糸切り痕が観察できる底部破片と口縁部破片である。

十
X二60673,958

Y=-32246. 476

東調査区

十
X= 60675.490

Y=-32228. 549

第4図　全体図(1 :80)
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第4章　まとめ

今回の調査は幅80cm前後のトレンチ状の調査であり、調査面積約24誼と非常に狭い範囲ではあった

が、平安時代埋没水田跡の広がりを確認できた。

当該地を含めた周辺一帯は、千曲川の氾濫により形成された自然堤防と後背湿地が明瞭に区分でき

る地域で、自然堤防上に展開する屋代遺跡群は各時代の集落跡が確認される居住域が存在し、大規模

な集落形成がされている。一方、後背湿地となる更埴条里水田址では水田などの広大な生産域が展開

している。

当該地域に広がる平安時代埋没水田跡の調査は、昭和30年代からおこなわれるなどその歴史は古く、

また、近年においても多くの調査がこの更埴条里水田址一帯で実施されてきており、当時の条里制水

田の規格や様相が明らかとなってきている。

碁盤目状に土地区画された条里は、一辺約109m四方に区画された一町(二坪)を基本とし、坪境

を示す畦畔には幅2m以上の大型畦畔を用い、区画されたその中を幅1m前後の中型畦畔により南北

を約54m、東西を約21mで細かく10区分した「半折型」の水田が基本形となっている。この半折型に

区画された中型畦畔内をさらに細かく区分した小型喧嘩も存在し、畦畔の形態には大きく3種類に分

類することができる。

このように、規則的に畦畔を構築しているため、これまで実施されている周辺の調査成果から、畦

畔の検出される位置がある程度つかめるようになってきており、坪境を示す大型畦畔や坪内を区画す

る中型畦畔については、事前に畦畔位置を特定することが比較的容易である。しかし、小型畦畔につ

いては、その年ごとの作付けの状況に応じた畦畔の作り替え、あるいは畦畔の移動をしている可能性

が高いため不規則に検出される事例が多く、事前に位置を特定することは困難である。

今回の調査において検出された1号畦畔は、規模や形状からして中型畦畔として認識することがで

きる。上記の状況から調査前に畦畔の検出される位置の予測をし、実際の調査ではほとんど狂うこと

なく検出されたもので、これまでの調査成果に基づいた畦畔位置の特定が実証できた例として重要で

ある。

最後に、事業主体である長野県千田建設事務所には、埋蔵文化財保護へのご理解とご協力を賜り感

謝申し上げる次第である。また、調査にあたって、重機等の手配や掘削でご尽力賜った吉原建設工業

㈱、駐車場の提供や掘削土の仮置きでお世話になったJ Aちくまの関係諸氏、発掘調査に従事してい

ただいた作業員の皆様に厚く御礼申し上げ、本調査のまとめとする。
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作業風景

基準点測量

西調査区全体写真
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千田市埋蔵文化財発掘調査報告書

2004年　　更埴条里水田址七ツ石地点

2005年　　屋代遺跡群荒井遺跡5

更埴条里水田址七ツ石地点2 ・粟佐遺跡群宮裏遺跡Ⅱ

2006年　　東條遺跡

屋代遺跡群大境遺跡8

平成15 ・ 16年度　千田市埋蔵文化財調査報告書

2007年　　屋代遺跡群城ノ内遺跡8

粟佐遺跡群五輪堂遺跡8
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千田市内古墳範囲確認調査報告書
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